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ABSTRACT
The environment of English Education in Japan has been continuously changing 
day by day. Everyone has a mobile phone, tablet, or a kind of touch panel that can be 
connected to the Net anywhere and anytime. In this article, ICT Education has been 
recommended, and many attractive equipment were introduced to focus on better 
English education. The CALL system plays a big role in learning English, however, 
there are many difﬁcult problems we Japanese teachers face besides being of it a 
splendid system. One is that a learner is a human being not a machine. As for the 
second one, it is necessary for an analog man (an old-fashioned man) to confront 
with digital equipment. The purpose of this article is to examine the possibilities of 
using the CALL System and improve students’ English proﬁciency.
序論
　現在の英語教育界を取り巻く実情は、日々変遷を遂げ、教育現場の進むべ
き方向性が明確に示され、その方向性に追尾するために、様々な教育機関や
現場が日々奮闘している様子を呈している。英語教育にとっては、昨今の情
報機器とネットワークの発展に伴い、願ってもない状況下におかれていると
言っても過言ではない。情報機器とネットワークをフルに活用し国際人とし
ての必須ツールと位置付けた英語を即座に運用できる人材育成、さらには異
文化理解のために、英語は必須アイテムと理解し、国際社会で英語を巧みに
操り堂々と渡り歩くことが出来る人材養成など、その言葉の指導に携わる英
語教員の責務は日々強くなりつつある。本稿では、ICTを活用することによ
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り、英語教育はどのように変化を遂げようとしているのか、その際 CALLの
果たす役割に関し、活用事例を踏まえ、種々の観点より論じてみることにす
る。
1．環境整備と実情
　ICT活用の各学校における整備状況はいかなるものか、論を展開する上で、
実情把握は特に必要事項の一つである。
文部科学省
「平成26年度　学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」
　平成27年3月現在の報告によると次のように記載されている。以下に示す
表①～⑦は、文部科学省の調査結果を筆者が表にしたものである。
① 教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数
⑴
：
数 8.1 7.7 7.3 7.0 7.2 6.8 6.6 6.6 6.5 6.5 6.4
年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
　2005年の8.1人と比較してみると、2015年の6.4人は多少コンピュータ台数
は増加したことがわかるが、2010年以降、現在に至る推移は、横ばいと言っ
てもいいであろう。
② 教員の校務用コンピュータ整備率
⑵
： 
％ 33.4 43.0 57.8 61.6 79.9 99.2 102.8 108.1 111.1 113.8
年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
　教員のコンピュータ整備率は、大幅な進展を遂げたことが表の数字よりう
かがうことが出来る。2006年33.4%であった整備率が、5年後の2011年には
99.2%, 2015年には113.8%にまで伸びたことがわかる。
③ 普通教室の校内 LAN 整備率
⑶
：
％ 44.3 50.6 56.2 62.5 64.0 72.1 82.3 83.6 84.4 85.6 86.4
年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
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④ 超高速インターネット接続率（30Mbps 以上）
⑷
： 
％ 35.0 51.8 60.5 65.9 67.1 71.3 75.4 79.1 81.6
年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
⑤ 電子黒板の整備状況
⑸
:
台 6,894 7,832 9,536 12,544 16,403 42,184 60,478 64,356 72,168 82,528 90,573
年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
　電子黒板の設置状況は、目覚ましいものがある。2005年6894台、2011年に
は60478台、そして2015年には90573台にまで増加整備された状況がうかがえ
る。
⑥ 実物投影機の整備状況
⑹
:
台 56,589 59,205 82,229 112,453 125,928 141,398 159,934 178,910
年 2008 20009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
⑦ 教育用コンピュータのうちタブレット型コンピュータ台数
⑺
:
台 26,653 36,285 72,678 156,356
年 2012 2013 2014 2015
　タブレット型コンピュータ台数は、大幅な進展がみられる。2012年と2015
年を比較してみると、約6倍の伸び率である。タブレット端末の手軽さと価格
が、設置率を上昇させたことは事実である。
　①～⑦の調査結果により、インターネットの発展に追随し、タブレット端
末と個々の携帯保持率の急速な伸びが、英語教育界にも大きな影響を及ぼし
た事実がみられる。また見方によれば、利便性の高い機器の利用は、遅れて
いた日本の英語界の発展に繋がることは、確かな事象であり、それを使わな
い手はないと言う状況もある。狭義に捉えればどうしたら日本の英語人が、
世界の英語使いと同じプラットホームで肩を並べることが出来るのか、と言
う発想である。高いモチベーションを持ち、留学を希望する日本人学生の減
少が昨今の憂うべき傾向であるとするならば、果たして、ICTの推進はその
救世主となりうることが出来るのであろうか。
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2．実践例
　CALL教室の活用実践例を以下に述べてみる。CALLの有効利用を実現す
るために、本学では、様々な英語科目を準備し、実際に授業に臨んでいる。
CALL教室の活用を大いに推奨するという大前提で、各科目を検証してみる
と次の通りである。
2.1　総合英語
　英語を総合的な観点より学習することを狙いとしている。CALL教室で実
施し、英語の4技能を万遍なく習得できるよう、様々な CALLシステムの機能
を駆使し授業が展開されている。本授業のCALL活用事例を次に述べてみる。
　教材はMiles Craven, World Interviews （SEIBIDO）を使用している。このテキ
ストを選択した理由は、世界の若者事情を垣間見ることが出来、同世代の学
生が興味を持って臨んでくれるであろうという期待がある。さらに、様々な
観点から CALLシステムを有効に利用できる可能性が大であると判断した。
2.1.1　ネットを利用して検索（Browsing）
　英語サイトで検索し、実情、実態を調査することの意義は実に大きい。こ
のテキストは各国の若者に対するインタビューであるので、各 Unitで扱う諸
国について、位置情報やその国がどういった国であるのか、学習者は、初め
に調査し、知ることになる。例えば、オーストラリアの Sydney Harbor Bridge
並びにそこで繰り広げられるアクティビティ、壮大なスケールのBBC提供に
よる Great Barrier Reefの映像など、学習者は興味を持って熱心に視聴してい
た。現地に行かずとも、体験できる生の映像である。為替の問題も常時話題
となる。ショッピングで買い物したという事例では、その国の通貨を確認し、
換算サイトで日本円との差異を確認することになる。辞書サイトによる検索
も、授業時、随時可能である。語・語句等の意味の相違を検証する際、個々
が辞書サイトで調査し、グループディスカッションにより、最適な答えを見
つけ出す作業を瞬時に実施できる。
2.1.2　ディクテーションとシャドーイング
　リスニング分野の強化のために、CALLは非常に威力を発揮する。各自が
個々のペースでリスニングし、さらに意味の把握と発話力を伸ばすために、
授業では、リスニング部分のディクテーションとシャドーイングを学生に課
している。その効果は実に大きく、リスニングだけでは、確実に把握できな
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い箇所も、可視化することにより、非常に理解力が増すことは事実である。
英語音声の後に続いて文章を読み、それを録音し、波形でネイティブとの発
音、抑揚の相違などを確認し、リスニング力強化に努めている。波形で自分
の発音や抑揚を確認できることで、緊張感と集中力を持って課題に取り組む
ことが出来ていると実感する。
2.1.3　ペアワークとグループワーク
　コンピュータやネットを利用した英語授業は、最初の珍しさもあり、楽し
んで学習者は取り組んでいる様子がうかがえる。特に無作為にペアが組まれ
る、ペアワークはとても好評であった。ダイアログの穴埋めを終了後、ペア
に分かれて練習する、その際、モニタリングすることにより、学習者の発音
矯正などインカム機能を利用して指導することが出来る。オールコール機能
を利用し、全体に注意事項を、場合によっては、モニターを利用して指導す
ることになる。さらに、インタビュアーの質問事項を実際の各自の状況に当
てはめて答える練習へと進む。その際、教員サイドから、例として考えられ
る事項を口頭で示すことも必須である。学習者はこのペアワークで、発話す
ることの難しさと、英語を口に出すことのためらいと恥ずかしさを経験し、
最初の壁に直面することになる。
　各 Unitの Vocabulary, Discussion, Conversationについては、グループ活動を
通して、各学習者が解答を得ることになる。意味的な相違は勿論の事、自発
的にグループ内で発言すること、調べて理解したことを、発表するいい機会、
場となっている。Conversationのパートにおいては、ある質問に対し、最もふ
さわしい返答を選択する問題となっており、学習者は、各ダイアログの意味
を理解し、対話練習により、発話の機会を得ることになる。
2.1.4　留学生が参加する授業の利点
　本学においては、同敷地内に外大が併設されているため、多くの留学生が
キャンパス内を闊歩している。語学学習や異文化理解には申し分ない環境に
置かれているのである。英語学習の日頃の学習成果を確認するために、留学
生に授業への参加協力を依頼している。40名のクラスの場合、通常であれば、
そのグループ分けが相当大変な教員側の作業となる。しかし CALLのグルー
プ分け機能は非常に秀逸で、瞬時に10人単位のグループ編成を実現してしま
う。ヘッドホンを通してのグループディスカッションであるが、これほどの
人数の英語学習者にとって、効率良く授業で直接ネイティブと対話する機会
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は、さほど多いものではない。しかも相手が同年代の若者と言うことになる
となおさらである。英語が母語ではないが、非常に英語が堪能な留学生も参
加しており、第二言語としての英語を流暢に操る彼らの様子をみて、本学の
学生達も大いに刺激を受けることになっている。日頃から英語を発話する機
会の少ない学生にとって、対面での英語による会話練習は、簡単な事ではな
い。そのため授業であらかじめ練習した構文や言い回しを用意し、授業に臨
んでいる。話題となるトピックを提供し、何とか対話を成立させているとい
う状態ではあるが、慣れるということは大変な学習効果であり、最終的には、
相手と積極的にコミュニケーションを取ろうとする本学の学生達の姿がそこ
にはある。用意したトピックは次の通りである。本授業で使用したテキスト
（World Interviews）より引用し、まとめたものである。
Communication Partner Program
1. Where did you go for your last vacation?
2. When did you go?
3. Why did you choose to go there?
4. What did you do there?
5. What’s the best vacation you remember?
6. What’s the worst vacation you remember?
7. What place would you really like to visit one day?
8. What food did you like most?
9. What kind of music do you like?
10. What TV programs do you watch?
11. Do you like watching sport on TV?
12. How often do you eat out?
13. What do you like to do at weekends?
14. What do you usually eat for breakfast?
15. What about for lunch?
16. Do you try to eat healthily?
17. How long will you be here?
18. Where do you want to go?
19. How long have you been in Japan?
20. What’s your major?
21. What’s your hobby?
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22. Where are you from?
23. Do you like water sports?
24. What sports star do you admire most?
25. Do you like shopping?
26. Do you prefer shopping with friends or on your own?
27. What’s your favorite shop to buy clothes?
28. When do you normally go shopping?
29. Where do you like to go shopping?
30. What’s the best part of your week?
31. What’s the worst part of your week?
32. Do you enjoy your student life?
2.1.5　90分の CALL授業の実際
　実践例として90分の授業を時系列に列挙してみると、一回の授業の流れが
容易に確認でき CALLが如何に活躍しているか一目瞭然である。
　上記の授業の一連の流れの中で、どのタイミングで CALLシステムを活用
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するか述べてみる。
（1） Warm up
 Youtubeやネットを利用し、関連する国の所在や基本的な国の情報、さ
らに最新のトピックについて、動画や画像を一斉に学習者モニターに配
布し、説明する。
（2） Interview
 Dialogを完成させ、ランダムペアで練習。途中モニタリングし、インカ
ム機能で指導する。
 語句や単語はモニター上で、確認する。発展練習として、自分への
Interviewとし、自身の答えを導き発話する。教員から模範例を事前に一
斉に聞くことになる。
 ムービーテレコを利用し、ダイアログのオーバーラッピングを行う。時
間があれば、シャドーイングにまで挑戦。
（3） Vocabulary
 グループ機能を使い、ランダムグループで、解答を見つける。授業によっ
て受講生数が相違するが、ランダムに5人単位のグループを編成する。
（4） Pronunciation
 ルームスピーカーより音声を流し、それに対し、スクリプトなしのリ
ピーティングを行う。
（5） Listening 2 & Listening 3
 Listening 2 & 3 は各自がムービーテレコにより、数回自分のレベルに合
わせ、聞き取り、解答を得る。Listening 2はヘッドセットから各自がディ
クテーションとシャドーイングを実施し、練習を重ねる。Listening 3は、
選択ドリルの正しい解答を導き出した後、シャドーイングを試みる。ア
ナライザー機能により各自の解答を確認し、誤解答が多い設問について
は、詳細に解説する。内容によっては、スクリプトを一斉に提示し、説
明を加える。オーバーラッピングとシャドーイングを実施。
（6）, （7） Discussion & Conversation
 グループ活動により、様々な問題点について、学生間で意見を交わす。
 各 Unitのトピックに関連する、種々の質問文を確実に覚え、使ってみる
よう、強く勧める。グループ間で練習を積み重ねる。
（8） Optional Exercise
 不明な事項について、各自がネットを利用し調査する。さらに、一斉モ
ニター機能で、教員側より、理解度を高めるために、様々な画像や動画
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を利用し、配信する。
（9） 次回の予告等
 次回までにやっておくことなどを連絡し終了。
3．学生の評価
　授業に対する学生の評価は、総じて良好であった。LL教室で多少の語学学
習経験を持つ学生はあっても、高校時、国際学科などの語学系に籍を置いて
いた学生については、多少なりとも経験があったようであるが、大部分の学
生は CALL教室での英語授業については未経験者と言ってよかった。目新し
さやコンピュータを介在した語学教育の実態に、マルチメディア機器に慣れ
親しんでいるはずの若者にとっても、非常にインパクトの強い経験であった
とのことである。何度でも時間の許す限りリピートし、問題や課題に取り組
むことが出来た。不明・不安な語句や単語は即座に調べることが出来た。外
国の文化や外国でのアクティビティなど、実際に体験しなければ詳細があい
まいな事項について、YouTubeなど、ネットをフルに活用することにより、
その実態や実状を明確に把握することが出来た。従来の方式だと、隣の席の
学生とペアになり取り組んだペアワークが、アットランダムに色々な友人と
取り組むことが出来た。教員の提示する英文をモニター上で確認でき、ミス
なく写し終えることが出来た。教卓の大スクリーンや、各個別のモニター上
で、様々な映像や資料を的確に確認することが出来た。各自のペースや能力
に応じて、色々な項目に対処することが出来た。グループ作業を行う際、瞬
時にグループが構成され、快適にディスカッションすることが出来た。問題
の最中でも、教員のアドバイスが突然ヘッドセットに飛び込んできて、驚い
たが、良く理解できた。外国人留学生の参加は、とても刺激になった。同世
代の若者と色々な日常的な話題について話し合うことが出来てとても良かっ
た。母語が英語でない留学生の英語がとても上手なのに感心した。私も頑張
りたいと思った。
　否定的な評価としては、ヘッドセットや機器に慣れるのに時間が必要で
あった。教員の声と各メディアの音のボリュームに差異があり、調整が面倒
であった。ペアワークをヘッドセットでするより、相手の顔を実際に見なが
らの方が良いと思う。ネットの速度が遅く、イライラした。
　CALLは万能ではない。英語教育に限って言えば、学生にとってこの上な
い補助資材であることは事実である。CALLシステムの高額な価格相当分、
それに見合うだけの様々な機能を活用できているか、教員側の更なる努力が
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必要となる。
4．CALLとアクティブラーニング
　文科省の用語集のアクティブ・ラーニングには次の通りの記述がある。
　　【アクティブ・ラーニング】（p3, 4, 9）
⑻
　　 教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学
修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修す
ることによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含
めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、調
査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法で
ある。
　CALLシステムを活用した語学学習において、アクティブラーニングを実
践しやすいシステムであると言える。学習者は、種々の問題解決に取り組み、
それをグループでディスカッションし、各自の意見を戦わせる。そして一つ
の解答を得る、まさしくそこには問題解決学習の一端を観ることが出来る。
ペアワークでの会話練習や内容を拡張した独自の会話練習など、学習者が能
動的に学ぶ姿がある。
5．CALLの可能性と限界
　CALLシステムの利用範囲は、非常に広範囲に及ぶ。英語学習・授業にお
いては、LL教室と呼ばれていた画期的な設備の時代を経て、コンピュータを
介在した授業へと大きく変遷した。筆者の様なアナログ時代に育った教員に
は、とてもその進歩の加速には追随できないほどではあるが、「私はアナログ
人だ」などと、言っている暇もなければ、余裕もない時代に英語教育界は突
入した。このような時代背景にあって、英語教育が求める、英語人像なるも
のは如何なるものなのか。将来、英語を苦も無く流暢に操れるそんな人材を
育成し、育て上げることを目標としているのか。生のいわばネイティブの話
す英語放送を片時も欠かさず、聞きまくったそういう諸先輩の方々の労苦を
考えてみれば、現在はどこからでも英語の素材が手に入る、言ってみれば学
ぶ気力が充実している人達には、この上ない良い時代と言っても過言ではな
い。コンピュータが付加されたシステムは、語学教育に対し、未知数の可能
性を広げることになった。コンピュータとタッグを組めば、大半の事は、上
手くこなせることが出来ると考えられる。音源や動画の素材、世界の文化や
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データの収集、個々の学習状況の把握、データに基づく資料作成、リーディ
ングのための素材、瞬時に行えるペアワークやグループ活動、個々の発音の
可視化等々、限りなき可能性が期待できる。
　相手が機器だという理由で、なんとなく生身の人間とは違う、現実感に不
足するという意見も聞かれるが、あくまでも対面授業が主流と考えることに
より、解決できる。むしろ多岐に亘る CALLシステムを如何にフル活用でき
る能力を有するか、これが教員に課された一大事と言えるのではないか。
6．eラーニングが求めるもの
　一昔前、CALLシステムを利用した英語授業に対し、「教員は楽ですね」と
か、誤った見解で指摘を受けた CALL担当者もいたのではないか。言い換え
れば、教員の代わりを PCが演じてくれると勘違いしたうえでの指摘である。
　PCモニターに向かって、もくもくと練習問題に打ち込む学習者の姿があ
まりにも印象深く、強烈であったが故か。しかしながら、ICTの活用が目覚
ましい発展を遂げている昨今では、そのような声は、もはや一昔前の遺産と
言ってもいいかもしれない。一つには、CALL教室での授業において、eラー
ニングは学習者の知識を上昇させるために、欠かすことのできない方法であ
ると確かに認知された。言い換えれば、CALLの種々の機能を駆使する上で
の、必要不可欠な方策の単なる一部に過ぎないものであると言う位置付けで
ある。90分の授業を教材や様々な材料を使いこなし、巷では声を大にして
アッピールしているアクティブラーニングの導入など、様々な施策が取り入
れられている。
まとめ
　CALLの有効的活用の根底には、対面授業の重要性が強く強調されなけれ
ばならない。いわゆるブレンディドラーニングである。ICT機器を最大限生
かし、様々な方策を講じることで、結果を出すことが、国際共通語としての
英語力増強のみならず国際人として生き残る最良の術と考えることが出来
る。授業では、システムをフルに活用できるプログラムを念入りに考え導入
する、言うまでもなく対面授業を補助する機器としての役割である。そこで、
CALL教室を有効に利用し、かつ学習者の実力を確実にアップさせる方策は
次のようにまとめることが出来るのではないか。一つには、少人数クラスが
必須であるということである。CALLに限ったことではないかもしれないが、
少人数クラスでの授業体系は演習科目では必須である。CALLは一見、大人
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数の授業に対応できるシステムのように思われがちではあるが、それは授業
内容に大きく左右される。eラーニングを中心にした授業内容にシフトすれ
ば、いとも簡単に可能であると言える。先にも述べたが、eラーニングは授
業の方策の一部を形成するものであって、CALLの主流となるものではない。
90分授業の中で、学習者はアクティブに活動し、参加する必要がある。その
際、少人数クラスであればこそ、学習者へ多岐に亘る情報配信や個別指導が
的確にしかも迅速に行うことが出来るのである。二つ目は、eラーニングの有
効活用である。この eラーニングこそが、今後の英語教育の方向性を大きく
先導する役割を担っている指導ツールの一つと言っても過言ではない。時間
や場所の制限がなく、いつでもだれでも、学習者のモチベーションが高けれ
ば高いほど、実を結ぶ結果が得られることは明確である。三つ目は、様々な
機器が改良発展されても、英語を学ぶ主人公は人であるということである。
注
⑴ 平成26年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果
 ［速報値］（平成27年3月現在）
 1．学校における ICT環境の整備状況の推移
 <http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/__icsFiles/afieldfile/2015/09/02/ 
1361388_01_1.pdf>（2015/09/28アクセス）
⑵ 同上 p.2
⑶ 同上 p.3
⑷ 同上 p.3
⑸ 同上 p.4
⑹ 同上 p.4
⑺ 同上 p.5
⑻ 文部科学省　用語集　「アクティブ・ラーニング」（p.3, 4, 9）
 <http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/ 
2012/10/04/1325048_3.pdf>（2015/09/06アクセス）
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